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皆
さ
ん
は
、
「
宇
治
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
視
覚

障
害
者
の
た
め
に
、
朗
読
テ
ー
プ
の
貸
し
出

し
や
対
面
朗
読
に
よ
っ
て
、
社
会
生
活
に
必

要
な
お
知
ら
せ
や
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
の
情
報
を

伝
え
、
人
生
を
豊
か
に
と
活
動
さ
れ
て
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
す
。
障
害
者
と

共
に
生
き
る
地
域
社
会
を
目
指
し
て
、
生
活

に
密
着
し
た
活
動
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▲朗読を録音するリーディングボランティアの皆さん

（7月31ａ、総合福祉会館で）

視
覚
障
害
者
に
、
小
説
や
吊
。

治
市
政
だ
よ
夕
な
ど
を
朗
読
し

て
い
る
「
奎
夕
Ｉ
デ
ィ
ン
グ
ボ

ラ
ン
テ
Ｖ
ア
」
。
市
襲
福
祉
協

議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
″
ア
バ
ン
ク
に

登
録
さ
れ
て
い
る
ク
ル
ー
プ
の
一

つ
で
す
。

現
在
、
会
員
は
三
十
三
人
。
「
社

会
に
何
か
役
立
つ
こ
と
を
・
…
他

人
に
少
し
で
も
喜
ん
で
も
ら
政
た

ら
・
・
・
」
と
言
’
7
人
た
ち
の
集
り
で
、

主
婦
や
会
社
員
、
自
営
業
な
＼
Ｗ
Ｊ

ま
ざ
ま
な
職
業
の
人
で
構
成
さ
れ

て
い
未
了
。
活
動
は
、
朗
読
テ
ー

プ
の
貸
し
出
し
の
ほ
か
、
会
員
が

視
覚
障
害
者
と
直
接
会
い
、
希
望

の
本
な
μ
）
ｉ
ｌ
朗
読
す
る
対
面
朗
読

欠
行
っ
て
い
ま
す
。

七
月
二
十
七
Ｅ
、
ボ
ラ
ン
テ
Ｖ

▲心通う対面朗読（7月27日、芝田さん宅）

ア
歴
二
年
の
岡
本
孝
子
さ
ん
は
、

目
の
不
自
由
な
芝
田
こ
と
み
さ
ん

（
六
四
）
（
木
幡
平
尾
在
住
）
を
訪
問
。

対
面
朗
読
を
ず
る
た
め
、
毎
週
二

回
、
芝
田
さ
ん
の
自
宅
へ
出
向
い

て
お
β
れ
ま
ず
。
昨
年
十
月
か
ら

始
め
、
既
に
九
十
回
近
ぐ
に
。

こ
の
日
は
、
老
人
か
素
材
に
し

た
随
筆
の
朗
ぶ
で
、
芝
田
さ
ん
は
、

読
み
語
ら
れ
る
随
筆
の
世
界
に
我

が
身
を
置
く
ぷ
つ
に
。
シ
な
ず
い

た
り
、
楽
し
そ
う
に
笑
っ
た
り
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

「
芝
田
さ
ん
身
公
水
が
大
好

き
な
者
同
士
。
私
が
読
ん
だ
本
を

紹
介
し
て
、
次
々
に
朗
読
し
で
差

し
上
げ
て
い
車
ｙ
。
今
で
は
友
人

夕
訪
ね
て
い
る
つ
も
り
で
い
ま

す
』
と
岡
本
さ
ん
。
芝
田
さ
ん
も

「
毎
回
来
て
い
た
だ
ぐ
の
を
楽
し

み
に
待
っ
て
い
求
司
岡
本
さ
ん

と
は
、
同
じ
年
代
と
言
う
事
も
あ

っ
て
と
て
も
親
し
み
奎
思
じ
て
い

未
了
。
大
切
な
友
人
と
し
て
、
一

生
お
付
袁
口
願
い
た
い
と
思
っ

て
い
水
子
」
と
シ
れ
し
そ
う
に
話

さ
れ
ま
し
た
。

視
覚
障
害
者
に
襲
犀
活
の
情

報
伝
達
と
、
心
豊
か
な
人
生
夕
唾

わ
っ
て
訃
り
お
シ
と
活
動
さ
れ
て

い
る
「
雲
夕
1
‐
デ
″
ン
グ
ポ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
。
共
に
生
き
る
社
会
を

目
指
し
て
、
活
躍
さ
れ
て
い
ま
ｆ
ｙ
。

声
の
宇
治
市
政
だ
よ
り

多
く
の
人
に
紹
介
を

早
治
リ
ー
デ
ー

ゴ治
市
政
だ
よ
尹
。
こ
れ
は
、
市

が
発
行
し
て
い
る
ぶ
治
市
政
だ

よ
夕
か
月
二
回
、
録
音
・
作
成

し
、
希
望
さ
れ
る
視
覚
障
害
者
に

送
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

現
在
、
テ
ー
プ
か
莉
用
さ
れ
て

い
る
人
は
三
十
五
人
お
ら
元
求
ｙ
。

送
料
は
、
テ
ー
プ
の
返
送
料
共

に
無
料
で
、
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー

舎
尽
て
お
ら
れ
な
い
人
に
は
、

市
が
無
償
で
お
貸
し
ず
る
制
度
（

視
覚
障
害
二
級
以
上
）
も
あ
り
ま

す
。

「
こ
の
栄
治
市
政
だ
よ
夕

を
読
ま
れ
た
人
で
、
知
り
合
い
に

テ
ー
プ
牽
ま
だ
利
用
さ
れ
て
い
な

い
目
の
不
自
由
な
人
が
お
Ｇ
れ
た

ら
、
ぜ
ひ
紹
介
を
」
と
リ
ー
ダ
ー

の
服
部
さ
ん
。
も
っ
と
多
く
の
人

た
ち
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
、
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
未
了
。

さ
ら
に
ふ
礒
は
、
記
事
の
速
報

性
を
図
る
た
め
栄
治
市
政
だ
よ

夕
の
弱
行
回
数
に
合
わ
せ
て
、

テ
ー
プ
作
成
に
取
肛
組
次
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
未
了
。
。

申
し
込
み
・
問
公
Ｂ
せ
は
、

宇
治
ボ
ラ
ン
テ
″
ア
バ
ン
ク
（
宇

治
琵
琶
四
五
、
市
社
会
福
祉
協
議

会
内
公
⑩
5
6
5
4
）
ま
で
、
お

気
軽
に
。

七
月
三
十
一
日
午
前
、
朗
読
の
録
音
の
た
め
に
曼
福
祉
会
館
へ
お
集
ま
り
に
な
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
に
、
ご
意
見
を
お
聞
き
し
ま
レ
ベ

活
動
を
通
じ
て
自
分
自
身
も
成
果
を

磯
江
水
晶
さ
ん
（
四
四
）
広
野
町
寺
山
私
は
、
正
し
い
日
本
語
か
身
に 人権思想の向上を

人権擁護委員10人が決まる

（敬称周各）人権擁護委員の名簿
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本
市
に
は
、
十
余
Ｔ
ハ
権
擁

護
委
員
が
お
β
れ
車
ふ
。
こ

の
ほ
芦
任
期
満
了
に
よ
る
改
選

で
、
八
人
の
新
し
い
委
員
が
決

ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
既
に
委

嘱
さ
れ
て
い
る
二
人
支
Ｂ
せ

十
人
が
そ
ろ
っ
た
こ
と
に
な
り

季
］
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
高
い
人

格
と
確
か
な
識
見
金
四
え
、
人

権
へ
の
理
解
か
深
い
人
の
中
か

ら
、
市
長
の
推
薦
に
よ
り
、
法

ミ ミ ー －

氏名 住所 電話

筈Ｕｊと轟 宇治善法29 21－4380
みづＩＬｌｆこ束重子

羽拍子町22 43－7723

非芦由挑 木幡熊小路4－8 31－8489

紅！＼総 伊勢田町毛語40 41－7260

舶未浩美 横島町北内53 22－0153

容ｎ気必 宇治字文字11－12 21－4611

ＴＳは呉民 広野町寺山53－3 43－2689

謝ａ在孚菟道丸山1－69 21－3458

秘呆樽－ 宇治蔭山17－32 22－2225
やまぐちまさかず山口政一

小倉町西浦72 22－2444

つ
け
た
い
と
い
ラ
考
λ
か
ら
、
昨

年
の
秋
に
開
か
れ
た
り
上
回
ン

グ
ポ
ラ
ン
テ
″
ア
養
成
講
座
Ｍ
Ｋ

講
し
た
の
が
、
活
動
に
参
加
す
る

き
っ
か
け
で
し
た
。

宇
治
リ
ー
デ
″
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
声
の
市
政
だ
よ

り
作
り
に
参
加
し
た
の
は
こ
と
し

の
一
月
か
ら
で
、
た
だ
今
勉
強
中

と
い
う
と
こ
ろ
で
す
が
。

こ
の
活
動
か
通
じ
て
、
自
分
が

読
書
す
る
と
き
に
、
今
ま
刄
れ
み

流
し
ず
る
と
、
と
ら
兄
ら
元
な
か

っ
た
内
容
・
意
味
が
、
音
読
に
よ
っ

て
と
ら
λ
ら
れ
る
ぶ
コ
に
な
っ
た

こ
と
が
自
分
自
身
の
成
果
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

聞
き
良
い
朗
読
め
ざ
し

校
正
を
担
当

河
村
正
三
郎
さ
ん
（
七
一
）

宇
治
妙
楽

大
阪
で
事
業
を
や
っ
て
い
て
五

年
前
に
引
退
し
ま
し
た
。
時
間
に

余
裕
が
で
き
た
の
で
、
何
か
皆
さ

ん
の
役
に
立
つ
こ
と
を
と
思
っ
て

い
た
ん
で
す
よ
。
そ
こ
で
、
京
都

朗
読
奉
仕
会
に
入
っ
て
勉
強
を
続

け
て
き
て
い
ま
す
。

務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
で

す
。
国
民
の
基
太
的
人
権
か
穏

護
す
る
「
人
権
の
監
視
役
」
と

し
て
の
重
要
な
任
務
を
痔
っ
て

お
ら
元
ま
す
。

本
市
で
も
、
人
権
相
談
や
啓

ｍ
ｍ
ｍ
じ
て
、
人
権
思
想

の
向
上
を
図
る
た
め
大
い
に
活

躍
し
て
い
た
だ
い
て
い
未
了
。

現
在
委
嘱
さ
れ
て
い
る
人
権

擁
護
委
員
は
、
牟
上
表
に
掲
載

の
皆
さ
ん
で
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

人
権
相
談

市
で
は
、
毎
月
第
一
木
曜
日
、

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

市
民
会
館
（
宇
治
里
尻
七
一
－

九
豊
⑩
2
8
4
）
で
人
権
相

談
名
行
っ
て
い
ま
ず
。

差
別
鷺
客
リ
た
り
、
い
や
が

ら
せ
で
困
っ
て
い
る
と
き
、

離
婚
や
相
続
の
家
庭
問
題
、

人
間
関
係
や
金
銭
関
係
に
ま

つ
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
で
悩
ん
で

い
る
人
は
、
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
。

次
だ
、
相
談
内
容
や
個
人
の

秘
密
は
固
く
守
り
車
ｙ
。

こ
の
ほ
か
、
人
権
擁
護
委

員
宅
や
京
都
地
方
法
務
局
宇

治
支
局
（
早
治
琵
琶
三
一
〒

二
豊
⑩
4
1
2
1
）
で
も
相

談
で
き
康
ｙ
。

（
企
画
管
理
部
総
務
課
）

一
年
半
ほ
ど
前
か
ら
、
宏
リ

ー
デ
ィ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
。

声
の
市
政
だ
よ
り
″
づ
く
り
で
、

私
は
主
に
校
正
を
担
当
し
て
い
て
、

聞
唇
や
す
い
朗
読
を
目
指
し
て
努

力
し
て
い
未
了
。

校
正
は
忙
し
い
の
で
す
が
、
私

自
4
の
い
い
勉
強
に
な
る
し
、
充

実
感
が
あ
り
、
こ
れ
が
牛
曹
が
い

と
言
う
の
で
し
よ
ラ
か
。

ま
だ
、
声
の
市
政
だ
よ
り
の
利

用
者
が
少
な
い
の
で
沢
山
の
人
に

利
用
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
そ
の

た
め
に
は
、
民
生
委
員
さ
ん
や
関

係
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。

355

ト
小
倉
町
の
干
拓
田
で
見
掛
け
た
炎
天
下
の
農
作
業
。
焼
け
つ
く
暑
さ
に
、
見
上
げ

た
空
に
は
く
つ
き
り
と
夏
雲
が
。
（
7
月
1
8
日
）

夏真っ盛り

宇治リーディングボランティア

我
ら
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
仲
間

視覚障害者に心豊かな人生を
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夏
場
は
・
一
年
中
で
最
も
食
中

毒
の
発
生
し
や
す
い
季
節
。
土

産
の
「
か
β
し
れ
ん
こ
か
に

よ
る
食
忠
母
事
件
は
記
憶
に
新

し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
全
国
の

食
中
毒
総
件
数
の
四
〇
％
以
上

は
家
庭
内
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

’
そ
こ
で
、
家
庭
で
の
食
中
毒

の
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
る

″
ふ
寮
茫
と
″
ま
な
板
″
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

細
菌
多
い
木
の
ま
な
板

普
通
、
ま
な
板
と
言
え
ば
木
製
で
Ｋ
木
製
の
ま
な
板
は
、

た
μ
し
て
細
菌
に
と
っ
て
は
こ

の
上
な
い
。
す
み
Ｐ
と
な
り

康
ｙ
。

亭
り
に
、
木
製
ま
な
板
は
洗

っ
て
も
汚
れ
が
な
か
な
か
落
ち

ま
せ
ん
。
熱
湯
か
か
け
る
と
表

面
の
菌
は
死
に
求
ふ
、
時
間

食
中
毒
は
家
庭
内
で
も

▲根強い人気がある木のまな板

「
ま
な
板
」
と
「
ふ
き
ん
」

「
平
和
の
像
」
を
化
粧
直
し

1
5
日
に
平
和
祈
念
集
会

市
で
は
、
十
五
日
の
終
戦
記

念
日
か
前
に
し
て
一
日
、
市
役

所
前
庭
に
あ
る
「
平
和
の
像
」

の
唇
琴
佇
い
、
一
年
間
の
ア

カ
か
洗
い
お
と
し
再
に
巡
。

平
和
の
像
は
、
平
和
を
象
徴

す
る
輪
差
評
呈
げ
て
い
る
少

女
諮
罰
し
た
立
像
で
、
昭
和

四
十
一
年
八
月
に
設
暦
冨
れ
ま

し
た
。

宇
治
市
平
和
都
市
推
進
協
議

心
一
（
会
長
・
：
池
本
宇
治
市
長
）

包
丁
の
あ
た
吟
も
艮
く
、
刃
が

減
り
に
く
い
こ
と
な
芦
瓦
為
根

強
い
人
気
が
あ
り
未
了
。
し
か

し
材
質
が
木
な
の
で
、
傷
が
つ

灸
于
く
、
水
分
も
吸
収
す
る

の
で
食
中
毒
の
原
因
と
な
る
細

菌
の
巣
に
な
り
や
す
い
と
言
え

求
ず
。
与
Ｘ
に
古
い
ま
な
板
は

侈
舅
尺
食
べ
も
の
の
液
汁

が
浸
み
込
み
、
か
す
が
付
着
し

で
は
、
十
吾
牟
前
十
一
時
五

十
分
か
ら
「
。
平
和
の
像
」
の
前

で
、
戦
条
犠
牲
者
の
め
い
福
と

世
界
の
恒
久
平
和
奎
騏
っ
て
平

和
祈
念
集
会
を
開
き
手
］
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、
正
午

に
は
市
役
所
屋
上
の
希
望
の
鐘

を
鴫
ら
し
季
ゐ
で
、
自
宅
や

職
場
で
一
分
間
の
黙
と
う
を
さ

さ
げ
ま
し
ょ
う
。

▲15日の平和祈念集会を前に化粧直しされる「平和の像」

が
た
て
ば
ま
な
板
の
中
で
生
き

残
っ
た
菌
が
増
殖
Ｌ
蚤
す
。

こ
ラ
し
た
こ
と
か
ら
、
木
製

の
ま
な
板
よ
ひ
も
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
堂
晟
ゴ
ム
製
吏
綾
の
は

．
ｒ
＆
’
洗
浄
や
消
毒
が
簡
単
で

衛
生
的
と
い
え
毒
ｆ
ｙ
。
し
か
し
、

包
丁
の
刃
の
減
作
か
早
い
な
ど
、

使
い
ご
こ
ち
の
面
で
、
も
う
一

つ
の
と
こ
ろ
ほ
あ
り
ま
ず
。

食
器
類
は

自
然
乾
燥
で

食
器
は
ふ
脈
々
ｊ
尻
い
に

ふ
く
も
の
。
し
か
し
、
家
庭
の

ふ
章
几
の
細
菌
汚
染
を
調
べ
た

デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
五
り
四
方

で
十
万
か
ら
百
万
を
超
え
る
細

菌
数
が
見
ら
れ
、
大
腸
菌
群
も

か
な
り
高
い
率
で
検
出
洽
れ
て

い
未
了
。
台
ふ
き
ん
は
も
っ
と

汚
れ
て
お
り
、
多
数
の
菌
が
繁

殖
し
て
い
る
の
が
普
通
で
す
。

汚
れ
た
ふ
4
ん
で
食
器
や
調

理
器
具
忿
ふ
ぐ
の
は
、
か
え
っ

て
細
菌
を
な
Ｋ
ｓ
＼
つ
け
て
い
る

よ
．
ｒ
＼
Ｗ
も
の
で
す
。

そ
こ
で
、
女
兄
奎
安
ｙ

き
れ
い
に
す
る
方
法
は
、
よ
く

洗
っ
て
か
ら
水
切
び
台
の
上
に

の
せ
、
自
然
乾
獅
ｙ
ヂ
。
こ

の
場
合
、
乾
い
た
き
れ
い
な
布

▲だんごづくりも楽しいワ（7月21日、小倉公民館で）

手
作
り
の
お
や
つ
は
お
い
し
い
ネ

夏
休
み
子
ど
も
お
や
つ
教
室

小
倉
公
民
館
で
は
、
夏
休
み

初
日
の
七
月
二
十
一
日
、
「
子

ど
も
お
や
つ
教
誤
を
開
き
ま

し
た
。

こ
の
日
は
、
小
学
校
五
・
六

゛
年
の
女
子
児
童
が
十
人
参
加
。

商
工
観
光
課
の
職
員
、
保
健
予

防
課
の
栄
養
士
が
協
力
、
単
に

夏
向
き
の
お
や
つ
か
作
る
が
け

で
な
ぐ
、
お
や
つ
の
役
割
り
や

栄
養
面
、
お
や
つ
と
お
菓
子
の

違
い
む
指
導
す
る
な
ど
囚
唇
の

濃
い
教
室
に
。
児
童
た
ち
は
、

野
菜
や
果
物
か
主
材
料
に
し
た

キ
ャ
ロ
″
ト
ゼ
リ
ー
、
北
海
だ

ん
ご
を
作
り
、
お
い
し
い
お
や

つ
を
味
わ
い
ま
し
た
。

－ － － ・ ・ － ・ ・ － － － ■
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－
－
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－
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1
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1
1
ゆ
Ｉ
ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ａ
｀

で
お
お
い
、
ほ
こ
ぴ
が
か
か
ら

な
い
ぷ
コ
に
す
る
と
よ
い
で
し

結
局
、
家
庭
で
は
な
る
べ
く

ふ
章
必
兪
わ
な
い
方
が
よ
い

の
で
す
。
で
も
、
使
幻
な
け
れ

ぱ
と
思
ラ
人
は
、
乾
い
た
清
潔

な
も
の
敬
タ
λ
ん
用
意
し
て
、

汚
れ
た
り
、
湿
っ
た
坏
巡
ら
、

す
ぐ
に
取
腿
か
え
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

（
商
工
観
光
課
）

資源を有効に

提供・希望の登録を！

市
で
は
、
省
資
豚
の
習
慣
を
身

に
つ
け
て
’
ｗ
ｖ
ａ
つ
ｕ
ｊ
め
、
不
用
品

情
報
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
い
ま

す
。

今
年
度
前
期
は
八
月
三
十
一
日

ま
で
で
ｙ
。
不
用
品
情
報
セ
ン
タ

ー
で
、
鴬
写
有
効
に
再
利
用
し

ま
し
ょ
う
。

（
登
録
中
の
品
物
）

▼
譲
っ
で
Ａ
／
だ
さ
い
・
・
・
整
理
だ

婦
人
技
術
講
習
会

経
理
事
務
（
初
級
）

就
業
を
希
望
峰
れ
る
婦
人
に
必

要
な
技
術
、
知
識
の
講
習
受
行
い
、

働
ぐ
機
会
乍
宮
広
く
、
条
件
を

よ
り
よ
く
す
る
た
め
、
技
術
講
習

会
が
開
か
れ
ま
す
。

▼
科
目
・
・
・
経
理
事
務
（
初
級
）

▼
対
象
・
・
・
就
業
を
希
望
す
る
主
婦

・
寡
婦
な
ど
▼
定
員
・
・
・
苧
ハ
▼
講

習
期
問
・
：
9
月
1
9
ａ
～
毎
週
月
・

水
・
金
の
2
1
日
間
（
祝
日
を
除
ぐ
）
、

午
前
9
時
半
Ｌ
午
後
3
時
半
▼
心
一

場
・
・
・
宏
舅
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
▼

受
講
料
…
無
料
（
教
材
費
別
）
▼

申
し
込
み
Ｌ
・
8
月
2
1
日
か
ら
9
日

ま
で
に
印
鑑
持
参
の
上
、
尽
落

地
方
振
興
局
総
務
課
（
豊
⑩
2
9

7
0
）
か
宏
雨
役
所
交
通
労
政

課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

（
交
通
労
政
課
）

ん
す
、
台
所
つ
ひ
棚
、
物
置
、
5

接
セ
″
ト
、
じ
ゅ
ラ
た
ん
、
掃
除

機
、
電
気
が
ま
、
扇
風
機
、
電
気

バ
リ
カ
ン
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
、

ス
テ
レ
オ
、
エ
レ
ク
ト
ー
ン
、
ピ

ア
ノ
、
自
転
車
（
そ
Ｅ
淆
、
大

人
用
）
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
、
ベ
ピ

ー
カ
ー
、
二
段
1
丿
ド
、
双
子
用

ベ
ビ
ー
バ
ギ
ー
、
屋
外
用
ぶ
ら
ん

こ
、
三
輪
車
、
そ
Ｅ
甫
自
動
車

補
助
い
す
、
釣
り
ざ
お
、
剣
道
具

一
式
、
魚
つ
り
道
具
一
式
、
流
し

台
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ミ
シ
ン
、
電
動

ミ
シ
ン
、
地
球
儀
、
英
文
タ
イ
プ

ラ
イ
タ
ー
、
ガ
ラ
ス
水
槽
。

▼
譲
り
未
Ｔ
・
・
ベ
ッ
ド
、
じ
ゅ
’

シ
た
ん
、
い
ず
、
ス
チ
ー
ル
机
、

学
習
机
、
冷
蔵
庫
、
掃
除
機
、
ス

テ
レ
オ
セ
″
ト
、
電
気
オ
ー
ブ
ン
、

温
風
機
、
ジ
ュ
ー
サ
ー
ミ
キ
サ
ー
、

電
気
オ
ル
ガ
ン
、
ト
ラ
ン
ペ
″
ト
、

ガ
ス
オ
ー
ブ
ン
、
ガ
ス
ふ
ろ
が
ま
、

ラ
ッ
ク
。
歩
行
器
、
マ
ー
ジ
ャ
ン

台
、
足
踏
み
ミ
シ
ン
、
米
び
つ
、

額
縁
、
「
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
″
キ
ン
グ
」

全
2
0
巻
、
電
子
レ
ジ
ス
タ
ー
。

（
商
工
観
光
課
）

⑩

や
海
尉
と
・
そ
の
川
む
に
あ
る
お
鰍
り
を
す
る
琳
さ
ま
は
ヽ
や
海

拠
訟
と
の
胴
附
の
あ
た
ｏ
・
に
は
・
川
の
が
搬
さ
ま
で
す
・

ぺ
迦
が
二
〇
ノ
ー
ト
ル
か
£
も
あ
や
浄
原
の
£
に
斟
ま
っ
た
や
が

る
自
が
な
Ｒ
が
ｂ
ん
で
い
る
と
ヽ
の
・
≪
＼
の
お
原
さ
ん
た
ち
は
ヽ
べ

似
え
ら
れ
て
い
ま
す
・
そ
の
自
損
弟
に
お
枇
り
を
奴
め
ま
し
べ
お

に
は
、
む
か
し
か
ら
が
搬
さ
ま
が

徴
っ
て
お
ら
れ
る
と
1
1
い
ヽ
き
戸

昨
似
に
は
や
面
謝
の
£
で
、
そ

袱
さ
ま
を
な
ぐ
さ
め
る
お
撚
り

宿
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
お

り
は
「
が
楸
撚
」
と
か
ば
れ
、

な
邨
単
但
に
も
娘
恥
柘
わ
れ
て

い南£祭尽がの

た
こ
と
が
、
史
料
に
よ
っ
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
が
机
に
は
ヽ
や
み
寿
な
腔

水神の大石と雨ごい

が
あ
り
ま
す
。
獄
が
四
肘
（
こ
Ｉ

五
九
）
の
夏
は
恥

り
つ
づ
き
で

ダ
な
く
な
り
ヽ

一

た
い
へ
ん
な
日

有？宇う
名ｎ治ｔニ
な川ｚ

の
お
れ
も

単
浄
の

川
溥
の
和
芦
も
ヽ
と
う
と
う
鴎

ら
な
く
な
っ
て
、
即
ん
ぽ
に
加
を

λ
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
田

ん
ぽ
の
土
は
か
ら
か
ら
に
む
い
て

ヒ
ビ
が
は
い
り
。
も
う
雨
が
降
ら

な
い
と
ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と

のり
はま。
じし

めた
に゜

な
っ

て

で相1

雨1談£
の
す
え
、

宇う宇う

治に治に

ご
い
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
。

皆
さ
ん
が
袱
さ
ま
を
お
排
り
す
る

の
は
．
そ
の
こ
ろ
の
な
ら
わ
し
で

肺
に
釦
わ
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
・
と
に
か
く
、
お
柵
り
が
影
原

潮
に
達
し
た
こ
ろ
、
と
つ
ぜ
ん
宇

浄
川
に
ぬ
ん
で
い
た
あ
の
匡
揖
が

す
る
す
る
と
か
き
あ
が
つ
て
が
醗

に
出
て
き
た
の
で
す
。

あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
驚
く
人
た
ち

の
即
の
價
で
ヽ
や
が
て
ｉ
ｎ
ｉ
ｔ
ｅ
は
・

ゆ
っ
4
り
む
ん
で
示
き
ま
し
た
。

や
か
叫
の
が
欧
は
ヽ
倣
ご
と
も
な

か
っ
た
よ
う
に
栴
か
に
お
れ
て
い

ま
す
。
お
原
さ
ん
た
ち
の
お
批
り

も
、
ず
っ
と
つ
づ
い
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
躬
ま
っ
た
心
た
ち
は
、

－
■
ｎ
ｎ
Ｓ
た
ち
の
轍
い
が
が
搬
さ
ま
に

逮
じ
た
の
だ
と
ヽ
が
創
び
で
す
・

鵬
が
ま
も
な
く
賑
り
副
し
た
こ
と

は
、
1
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

い
ま
や
浄
尉
に
あ
る
「
ヨ
の
隙

の
お
舜
り
」
は
ヽ
こ
の
が
搬
廓
を

宿
う
た
め
に
収
ら
れ
た
も
の
だ
と

も
1
わ
れ
て
い
ま
す
。（

歴
史
資
料
室
）

356

ふ
る
さ
と
む
か
し
話
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老人大学講座・受講生を募集

今
年
も
県
人
大
学
が
始
ま
ひ
ま

す
。
こ
れ
は
、
新
し
い
知
識
を
身

に
つ
け
、
現
在
の
社
会
か
ら
取
り

残
Ｉ
Ｋ
な
い
ぷ
コ
、
ま
た
若
い
人

と
話
し
合
え
、
零
男
器
考
人
に

な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
本
市

が
字
治
市
連
合
喜
老
会
に
委
託
し

て
行
・
ｔ
Ｎ
ｔ
Ｊ
）
の
で
Ｋ

▼
日
程
・
内
容
・
・
・
下
表
の
と
お

り
▼
と
こ
ろ
：
卓
冶
市
民
会
館
3

ｗ
＜
ｍ
室
ｙ
対
象
・
・
・
6
0
歳
以
上

の
市
内
在
住
者
▼
定
員
・
・
・
三
百
人

（
先
着
順
）
▼
受
講
料
・
・
・
一
人
百

円
▼
申
1
込
み
・
・
・
8
月
1
7
日
ま
で

に
、
宏
帑
達
合
喜
袁
軍
務
局

（
総
合
福
祉
会
館
内
雲
⑩
0
1
8

7
）
吏
陛
各
地
区
喜
老
会
心
一
長

ま
で
直
接
。
（
福
祉
課
）

◇

宇
治
市
公
民
館

成
人
大
学
講
座

歴
史
を
学
ぶ
に
は
、
科
学
的
に

そ
し
て
史
実
に
屑
つ
い
て
考
察
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
で
］
。
そ
し

て
、
一
般
民
衆
舎
｀
盤
に
し
た
視

府
か
加
湿
酋
し
な
け
れ
ば
、
全

体
奮
励
9
お
そ
れ
が
あ
り
未
丁
。

そ
こ
で
、
今
回
は
民
衆
か
ら
見
た

歴
史
（
中
世
）
を
テ
ー
マ
に
開
き

‘
手
。▼

日
程
・
内
容
・
・
・
下
表
の
と
お

り
▼
と
き
・
・
・
午
後
7
時
～
9
時

（
臨
地
学
習
は
、
午
前
1
0
時
～
午
後

3
時
9
～
卒
定
）
▼
講
師
・
・
・
元

城
南
高
校
教
諭
・
山
香
茂
さ
ん
▼

定
員
・
：
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
費
用
・
・
・

臨
地
学
習
時
の
見
学
料
な
ど
実
費

▼
申
し
込
み
・
・
・
宇
治
市
公
民
館

（
豊
⑩
2
8
0
4
）
へ
電
薫
面
接

　
宇
治
川
の
夏
の
風
物
詩
と
し
て
、
今

で
は
市
民
の
間
に
す
っ
か
り
定
着
し
た

オ
ー
プ
ン
エ
ア
ー
コ
ン
サ
ー
ト
。

　
こ
れ
は
、
宇
治
・
城
陽
両
市
と
久
御
山

町
の
中
学
、
高
校
の
吹
奏
楽
部
が
一
堂

に
会
し
て
演
奏
す
る
も
の
で
、
日
ご
ろ

の
練
習
成
果
m
m
し
、
ま
た
演
奏
を

通
じ
で
中
学
、
高
校
の
交
流
を
深
め
、

ふ
お
草
嵌
奏
楽
の
普
及
に
努
め
よ
う

老人大学講座日程表

とき 内容 講師

8月25日

出

9：00－9：30開騰式

10：00－12：00すこやかに生きる
日本性教育研究会

今村要這さん

27日卯
9：00～9：20

喜老会萱場歌

老人体操

9：Ｘ－11：30生かされている生命
興聖寺住職植本揚直さん

23日㈲

9：00－9：20
喜老会愛唱歌

老人体操

9：30－10：30老人と文通安全
宇治警察署

安川優文通課長

10：40－11：40老人の火災予防
市消防本部

今井修予防課長

29日
伽

9：00－9：20
喜老会ｔＰＩ歌

老人体操

9：30～11：30
みんなで考えよう

老後のくらし

京Ｉｔｓ期大学簿師

村岡洋子さん

30日
哨

9：00－9：20喜老会愛唱歌老人体操

9：30－11：30宇治が育てた日本の茶
宇冶市歴史資科室

若原英戈嘱託員

31日吻

9：00～9：20
喜老会愛唱歌

老人体操

9：30－11：00大河は静か’ｉり 佛教大学・華頂短大譚師高橋良和さん

11：00～11：30終了証書授与式閉会式

成人

大学

講座

日程

表

とき 内容

1 8月29日團開講式・オリエンテーション武士社会を支える農民

2 9月5日吻島原・天草の一揆（いっき）

3 9月9日（日）臨地学習－興聖寺・万福寺～宗教界の新しい動き

4 9月12日出時代を作る民衆の努力

5 9月19日出町人文化の開花

6 9月26日出揺れ動く社会と農民生活の変化

7 10月3日出 江戸の繁栄と民衆の芸術

8 10月9日関 おかげまいり・天保の大飢饉（ききん）

9 10月14日（ａ）
臨地学習－遠海（関）寺・久世神社・水度捧社～

農民の神仏融合

10 10月17日出民衆の学問と民衆が生んだ宗教

11 10月24日團維新へ動く民衆

12 10月31日出学習のまとめ

婦人

講座

日程

表

とき 内容 講師

8／25（ｉ）
開旗にあたって健康な食生活を考える（1）

食品衛生研究家

藤原邦違さん9／ｌ出健康な食生活を考える（2）

9／8（1）健康な食生活を考える（3）

9／22（±）商品知識を深めよう品質標示

愛知学院大学ｉｔ師

水野良象さん

9／29（ｊａ商品知識を深めよう商品次通機ー1）

10／6（ｉ）商品知識を深めよう商品流通機構（2）

10／13ｔｔ）商品知識を深めよう耐久消費財の減少

10／20（1）せっけんと洗剤
薦原邦違さん

10／27（ｉ）
消費生活のあるべき姿

特
別
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の
提
出
を

児
童
扶
養
忠
翠
舜
け
て
い

る
人
は
、
現
況
届
左
雪
の
受

給
要
件
に
該
当
ず
る
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
聚
九
月
十
日
ま

で
に
福
祉
課
へ
提
出
し
で
Ｉ
だ

さ
い
。

こ
の
届
け
に
よ
り
、
手
当
を

引
き
続
い
て
受
給
す
る
資
格
が

あ
ゑ
フ
ジ
か
を
審
査
し
、
受

給
資
格
を
認
め
ら
れ
た
場
合
に

は
、
改
め
て
証
書
が
交
付
必
れ
、

手
当
の
支
払
い
一
ぶ
ａ
る
こ
と

が
で
塗
ヂ
。
提
出
さ
れ
な
い

場
合
は
、
手
当
の
支
給
が
差
し

止
め
に
な
り
康
ｙ
。

〈
児
童
扶
養
手
当
面
は
〉

父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、

父
と
忠
琴
置
石
に
Ｐ
Ｍ
＊
い

児
童
、
ま
た
は
父
が
身
体
な
ど

に
障
害
の
あ
る
児
童
の
母
、
あ

る
い
は
母
に
代
わ
っ
ｆ
老
の
児

章
ｚ
暑
じ
て
い
る
人
に
、
児

童
の
福
祉
の
増
進
か
図
る
こ
と

奮
品
に
支
給
脊
祭
ヂ
。（

福
祉
課
）

特
別
児
童
扶
養
手
当

所
得
状
況
届
の
提
出
を

特
別
児
童
扶
養
奎
翠
舜
け

て
ぃ
る
人
は
、
所
得
状
況
届
を

九
月
十
日
ま
で
に
福
祉
課
へ
提

出
し
Ｗ
ｖ
だ
さ
い
。

こ
の
届
け
は
、
手
当
受
給
者

と
そ
の
家
族
の
、
前
年
の
所

得
誓
発
る
な
の
の
も
の
で
、

こ
の
届
に
よ
り
、
手
当
衆
引
き

続
い
で
受
給
ず
る
資
格
が
あ
＜
＜
3

か
ｉ
か
ぶ
蛋
し
津
す
。
提

出
鳶
忿
い
場
合
、
手
当
の
支

地
場
産
業
フ
ェ
ア
開
催
協
議
会
の

主
催
Ｗ
ｂ
．
ｐ
＞
≫
）
の
で
て
一
。

出
展
に
際
し
て
は
、
商
品
説
明

の
1
呂
販
売
員
の
派
遣
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
売
―
か
の
一
部

は
霧
鯨
と
し
て
、
百
貨
店
へ
支

払
い
ま
ず
。

申
Ｌ
込
み
と
問
い
負
征
は
、

八
月
二
十
ほ
囲
ま
で
に
、
宏
嵩

工
会
議
所
（
豊
⑩
Ｉ
Ｌ
0
1
）
へ
。

（
商
工
観
光
課
）

給
が
差
し
止
め
に
な
り
康
ｙ
。

〈
特
別
児
童
扶
養
歪
君
は
〉

目
や
耳
、
体
の
不
自
由
な
児

童
、
Ｒ
常
牛
活
を
制
限
さ
れ
る

程
度
の
唇
｀
9
の
る
児
童
、
知

恵
濯
れ
や
情
緒
障
害
な
ど
の
あ

る
児
男
衆
庭
で
育
て
て
い
る

父
や
母
、
あ
る
い
は
父
母
に
代

わ
っ
で
そ
の
児
童
を
育
て
て
い

る
人
に
支
給
洽
れ
ま
ｙ
。

（
福
祉
課
）

訂
正

市
政
だ
よ
り
八
月
一
日
号
で
お
知
ら
せ
し
た
、
市
農
業
委
員
会
委
員
の
紹
介
記
事
の
中
で
、
任
期
が
二
年
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
正
し
ぐ
は
三
年
で
ｙ
。
ま
た
、
任
期
期
間
も
一
八
十
三
年
七
月
十
九
日
ま
。
で
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
正
し
ぐ
は
六
十
二
年
七
月
十
九
日
ま
’
ｐ
で
ｗ
訂
正
し
お
わ
び
し
津
ｙ
。

357

来
館
1
（
宇
治
市
公
民
館
）

◇

宇
治
市
公
民
館

婦
人
講
座

婦
人
の
暮
β
趾
敢
急
7
身

近
な
問
題
に
つ
い
て
学
習
Ｌ
羊
ヂ
。

▼
日
程
・
内
容
・
・
・
下
表
の
と
お

り
▼
と
き
・
・
・
午
前
9
時
半
～
正
午

▼
と
こ
ろ
・
・
卓
治
市
公
民
館
▼
定

員
・
・
・
4
0
人
（
先
着
順
）
▼
申
し
込

み
↓
落
市
公
民
館
（
豊
○
1
8

0
4
）
へ
電
話
ま
た
は
直
接
来
館

1
▼
保
育
・
・
・
満
―
歳
以
上
の
幼

卜
夏
帳
み
も
返
上
し
て
練
習
は
続
け
ら
れ
る

児
対
象
。
定
員
は
先
着
順
の
1
5
人
。

お
や
つ
代
四
百
五
十
円
。
ご
希
望

の
人
は
講
座
申
込
時
に
命
幻
せ
刄

（
宇
治
市
公
民
館
）

お
知
ら
せ

市
民
図
書
室

夏
休
み
お
話
し
会

▼
と
き
…
8
月
1
3
旦
閥
午
後

1
時
Ｌ
Ｚ
時
半
▼
と
こ
ろ
↓
落

炎天下に夏を彩る

市
公
民
館
和
室
▼
内
容
・
・
・
読
み
聞

か
せ
、
紙
芝
居
▼
対
象
・
・
・
幼
児
、

小
学
生
▼
キ
雇
・
・
・
絵
太
の
会
▼
問

忿
Ｂ
せ
…
市
民
図
書
室
（
ｓ
⑤

4
0
4
9
）
へ
。
参
加
は
無
料
で

す
。
（
市
民
図
書
室
）

市
民
総
合
体
育
大
会

〈
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部
〉

▼
と
き
・
・
・
9
月
2
鳳
一
・
皆

㈲
、
1
0
月
1
4
日
㈲
・
2
1
Ｒ
旧
▼
と

こ
φ
↓
畠
が
丘
・
市
内
小
・
中

学
校
▼
種
目
…
男
子
Å
・
Ｂ
・
ｃ
、

家
庭
婦
人
▼
参
加
貧
土
チ
ー
ム

二
千
五
百
円
▼
抽
選
命
：
8
月
2
7

日
間
、
午
後
7
時
半
、
北
橘
島
小

学
校
で
（
必
ず
出
席
の
こ
と
）
▼

申
し
込
み
・
問
い
会
笹
・
・
・
8
月

2
0
Ｅ
ま
で
に
、
神
明
宮
東
9
1
－
6

中
島
一
夫
疹
几
（
ａ
ｃ
ｏ
7
0
7
）

へ
直
接
。
（
市
民
体
育
課
）

市
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
室

宇
治
市
鈍
福
祉
協
蓉
嵩

ポ
ラ
ン
テ
Ｖ
ア
バ
ン
ク
が
、
宇
治

明
星
園
の
協
力
奎
得
て
開
ぐ
も
の

で
、
高
齢
化
襲
翠
迎
え
る
に
あ

脇坂先生

と
り
つ
の
が
狙
い
で
あ
る
。

牛
徒
た
ち
が
主
体
的
、
自
主
的
に
企

画
・
運
営
奎
行
う
。
こ
の
よ
シ
な
手
づ

く
り
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
府
下
で
も
珍
し

い
。初

演
は
、
今
か
5
十
二
年
前
の
昭
和

四
十
七
年
に
逆
上
る
。
合
同
コ
ン
サ
ー

ト
の
開
催
を
発
案
し
た
の
は
、
当
時
の

城
南
高
校
吹
奏
楽
部
の
生
徒
た
ち
自
身

で
あ
り
、
同
校
が
茜
｀
校
と
な
っ
で
各

校
に
晩
砥
け
た
。
『

同
校
吹
奏
楽
部
の
現
在
の
部
員
数
は

四
十
五
人
。
顧
問
の
脇
坂
先
生
は
、
今

年
二
十
七
歳
に
な
る
＝
謡
担
当
の
青
年

Ｉ
教
師
で
あ
る
。
第
一
回
目
の
コ
ン
サ
ー

ト
に
、
自
ら
同
校
吹
奏
楽
部
部
員
と
し

て
の
出
場
経
験
奮
持
つ
先
生
は
、
二
年

前
に
同
校
に
赴
任
し
、
吹
奏
楽
部
の
指

導
に
あ
な
（
’
。
そ
の
物
静
か
な
人
柄
ど

は
対
照
的
に
、
チ
？
掃
参
れ
る
タ
ク

ト
は
、
と
て
も
力
強
い
。

鸞
発
生
に
寧
い
ら
元
、
同
校
吹
奏

楽
部
は
、
昨
年
の
府
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
高
校
の
部
で
銀
賞
か
獲
得
。
レ
ベ
ル

の
高
い
演
奏
技
術
は
折
紙
付
で
あ
る
。

夏
休
み
の
一
日
、
取
材
に
訪
れ
た
時
も
、

練
習
に
余
念
が
な
か
っ
た
。

オ
ー
プ
ン
エ
ア
ー
コ
ン
サ
ー
ト
に
向

け
て
同
校
は
、
宏
嵩
校
、
牢
舎
中
学

校
と
で
構
成
す
る
城
南
ブ
ロ
ッ
ク
長
と

し
て
の
役
割
か
稽
一
っ
て
い
る
。

今
年
も
夏
休
み
の
最
後
か
蔀
一
る
、
恒

例
の
オ
ー
プ
ン
エ
ア
ー
コ
ン
サ
ー
ト

（
第
十
三
回
）
は
、
八
月
二
十
五
Ｅ
出

の
午
後
一
時
か
ら
塔
の
島
で
開
か
れ
る
。

城
南
高
校
Ｍ
≪
：
＞
ｆ
ｉ
’
参
加
各
校
の
活

躍
か
期
待
し
た
い
。

た
り
、
老
人
問
題
な
ど
温
習
か

に
す
る
中
で
、
含
君
ち
が
何
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
老
え

未
了
。▼

日
程
・
内
容
・
・
・
下
表
の
と
お

り
▼
と
き
・
：
9
月
8
日
～
Ｈ
月
2
4

日
の
隔
週
土
曜
日
の
6
回
。
時
間

は
午
後
Ｌ
時
半
Ａ
時
半
▼
と
こ

ろ
↓
落
市
総
合
福
祉
会
館
Ｔ

・
2
・
5
・
6
回
）
、
奎
明
星
園

（
3
・
4
回
）
▼
定
員
・
・
・
3
0
人
（
先

着
順
）
▼
申
し
込
み
↓
落
ボ
ラ

ン
テ
Ｔ
ア
パ
ン
ク
（
Ｂ
Ｑ
ｉ
ｎ
ｃ
ｏ
ｉ
ｎ

4
）
へ
。
（
襲
獄
祉
協
議
自

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

▼
と
き
・
・
・
0
0
月
2
3
Ｅ
ｒ
9
月
1
5

日
ま
で
の
毎
週
木
・
土
曜
日
の
8

日
間
。
時
間
は
午
後
7
堕
Ｔ
9

時
半
▼
と
こ
ろ
：
南
部
小
学
校
・

横
島
中
学
校
体
育
館
ｙ
対
象
・
・
・
家

庭
婦
人
▼
定
員
・
・
・
各
会
場
印
人
▼

参
加
費
・
：
五
百
円
▼
申
Ｌ
送
み
・
：

市
民
体
育
課
。
（
市
民
体
育
課
）

全
国
消
費
実
態
調
査

国
民
の
暮
β
に
尚
き
を
家
計
か

ら
戸
5
え
る
全
国
消
費
実
態
調
査

が
、
九
月
か
ら
三
ヵ
月
間
行
ｐ
れ

李
］
。準

備
調
郡
巡
一
部
地
怒
ぶ

抽
出
さ
れ
た
ご
家
庭
に
、
近
ぐ
調

査
員
が
お
願
い
に
伺
い
未
ｙ
。

調
獅
巡
事
項
は
、
統
計
以
外

に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て
ご
協

力
い
た
だ
き
乖
Ｉ
シ
お
願
い
し

毒
了
。
（
企
画
課
）

市民ボランティア教室日程表

とき ∽アーマ

講師
9月8日 お年寄りと地埴社会同志社大学教授住谷聾さん

9月22日 お年寄りの心とからだ貫聚病院々長石田衛さん

10月6日 お年寄りの介躇1） 宇治明星ＵＫ員

10月20日お年寄りの介鏝ｚ）宇ｉＳ明星ｌ友貝
ｎ月10日ポヶ老人を抱えて（体験記） ポヶ老人を抱える家族

11月24日 ディスカッション高齢ィヒ社会と私たちマ’）アンホーム（いこいの家）代表広岡洋子さん

鵜
（
ウ
）
飼
い
ツ
ア
ー

―
専
用
バ
ス
が
巡
回
―

最
終
回
で
す
。
当
日
は
、
専
用
バ
ス
が
市
内
を
巡
回
し
柔
ｙ
。
▼
実
施
ら
・
・
・
8
月
1
9
Ｅ
㈲
、
午
後
7
時
出
船
▼
申
Ｌ
込
み
・
・
卓
治
市
観
光
セ
ン
タ
ー
か
、
翌
観
光
案
内
所
で
参
加
券
か
購
入
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
電
話
予
約
も
で
き
津
ｙ
▼
問
い
＜
1
（
Ｊ
Ｃ
Ｊ
？
）
－
Ｍ
観
巻
器
（
豊
⑩
―
－
1
4
）
へ
。
（
商
工
観
光
課
）
第
4
回
京
趣
展
出
品
案
内

「
地
場
産
品
の
愛
用
し
を
テ
ー
マ
に
、
府
内
各
地
域
の
地
場
産
品
を
一
堂
に
采
め
で
良
示
・
即
売
す
る
京
趣
展
が
、
来
年
一
月
十
七
Ｅ
か
ら
二
十
一
。
百
ま
で
、
大
丸
京
都
店
七
階
特
設
会
場
で
催
鳶
ｙ
ｙ
。
こ
れ
は
、
地
場
産
業
の
茜
展
に
寄
与
ず
る
こ
と
を
目
的
に
、
京
都
の

夏の防犯活動

7月20日
～8月31日

心をリフレッシュ
宇
治
に
生
き
る

暑
く
て
も
戸
締
り
を

城
南
高
校
吹
奏
楽
部
の

皆
さ
ん
と
脇
坂
先
生

　
オ
ー
プ
ン
エ
ア
ー
コ
ン
サ
ー

ト
に
練
習
成
果
を
披
露
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貸
出
券
　
交
付
申
し
込
み
を

中央図書館ができます

折
居
台
に
建
設
中
の
宇
治
市
中
央
図
書
館
が
、
十

一
月
に
オ
ー
プ
ン
。
図
書
の
利
用
は
無
料
で
す
が
、

本
を
借
Ｓ
＼
る
時
に
は
貸
出
券
が
い
り
康
ｙ
。
そ
こ
で
、

こ
の
貸
出
券
の
交
付
申
し
込
み
の
膏
け
付
け
を
、
八

申
し
込
み
方
法

▼
対
象
・
・
・
市
内
に
住
ん
で
い
る
か

通
勤
・
通
学
し
て
り
？
ハ
で
、

年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

▼
申
し
込
み
方
法
・
・
・
下
の
申
込
書

を
切
り
取
昨
一
、
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
郵
送
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

早
治
市
民
図
書
室
の
事
務
室
で

8月13日

から

月
十
三
日
囲
か
ら
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
開

館
時
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
李
7
．
こ
の
機
会
に
、
ご

家
族
そ
ろ
っ
て
申
し
込
ん
で
ぐ
だ
さ
い
。
後
日
、
貸

出
券
（
無
料
）
を
お
送
り
し
康
ｙ
。

も
深
け
付
け
ま
す
。

▼
締
め
切
り
・
・
・
9
貝
…
甘
側

▼
問
い
負
屁
先
ふ
落
市
民
図

書
室
（
宏
居
至
重
尻
7
1
－

旦
盾
市
公
民
館
内
・
豊
⑤
4

0
4
9
）

貸
出
券
の
交
付
申
込
書
は
、
宇

治
市
・
木
幡
・
小
倉
の
各
公
民
館

に
も
あ
り
乖
ゐ
で
、
不
足
す
る

人
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
宇
治
市
民
図
書
室
）

４
送
り
先
（
封
筒
の
書
き
方
）

［ｍ］［］一口口

圖
宇
治
市
宇
治
里
尻
7
1
－
9

宇
治
市
民
図
書
室
行

貸
出
券
交
付
申
込
書
在
中

7
：
：
：
…
。
。
…
：
：
…
…
。
。
；
：
‐
キ
…
リ
…
ト
…
リ
ー
：
線
・
：
：
：
…
：
：
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1
7
日
ま
で

は
が
き
で
受
け
付
け

市
で
は
、
七
月
十
一
日
か
ら
千

七
日
ま
で
、
胃
・
子
宮
・
乳
ガ
ン

検
診
の
は
が
き
申
し
込
み
を
営
げ

付
け
て
い
ま
し
た
が
、
子
宮
ガ
ン

検
診
に
つ
い
’
し
ぽ
定
員
に
余
裕
が

あ
り
李
ｙ
の
で
再
募
集
1
示
ｙ
。

病
警
笛
餓
す
る
決
め
手
は
早

期
発
見
と
早
期
治
療
。
あ
な
た
も

ぜ
ひ
受
診
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

次
の
申
し
込
み
要
領
に
よ
り
、

は
が
き
で
お
申
し
込
み
ぐ
だ
さ
い
。

一
…
。
り
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：
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申
込
は
が
き
の
書
き
方

宇
治
市
宇
治
琵
琶
3
3

宇
治
市
役
所

保
健
予
防
課
行

圖子宮ガン検診申込書

住所

氏名（Ｊヽりヵ・な）

―
―
―

（
申
込
は
が
き
の
書
式
を
参
照
）
’

▼
対
象
者
・
・
・
3
0
歳
以
上
の
市
内
在

住
の
婦
人

▼
再
募
集
定
員
・
主
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
期
間
…
8
月
1
1
日
か
ら
8

日
ま
で
（
ｉ
月
1
5
Ｅ
の
消
印
有

効
）

▼
検
診
料
…
千
円
受
診
時
に
医

療
機
関
へ
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

▼
受
診
方
法
・
：
市
か
£
送
μ
し

車
蔓
診
票
の
注
意
事
項
を
お

読
み
の
う
え
、
受
診
票
を
持
つ

て
直
接
各
医
療
機
関
で
受
診
し

Ｖ
Ｊ
ｖ
だ
さ
い
。
受
診
票
の
泌
付

が
無
い
場
合
は
、
今
回
受
診
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

▼
検
診
日
・
・
・
昭
和
5
9
年
1
0
月
3
1
日

ま
で
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線

電話番号

生年月日年齢

※下記の検診料免除事項に

該当される人はその番号

を書いてください。
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▼
検
診
医
療
機
関
↓
早
度
か
ら
、

子
宮
ガ
ン
検
診
実
施
医
療
機
関

で
あ
れ
ば
、
市
内
に
限
ら
す
京

都
府
下
（
京
都
市
を
含
む
）
の

医
療
機
関
で
受
診
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

検
診
料
免
除
事
項

次
の
事
項
に
該
当
す
る
人
は
、

検
診
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
・

①
7
0
歳
以
上
の
人
②
Ｑ
Ｔ
6
9

歳
の
人
で
、
医
療
受
給
者
証
を
お

持
ち
の
人
③
牛
活
保
護
受
給
の
人

④
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

お
問
い
ふ
Ｂ
せ
は
、
保
健
予
防

課
（
容
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

（
保
健
予
防
課
）
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フリガナ
男

女

叩
大砲年月日生

氏名

フリガナ
男

女

叩
大心年月日生

氏名

フリガナ

男

女

？

大砲年月日生
氏名

フリガナ

男

女

叩

大南年月日生
氏名

フリガナ

男ぺ
叩

大砲年月日生
氏名

フリガナ

男

女

叩

大白年月日生
氏名

フリガナ

男

女

？

大砲年月日生
氏名
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町汗ロコ

ロロロ
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□□□

皿コココ
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市民図書室からの

お知らせ
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